
 

 

 

 

 

 

 

    

 

連
盟
活
動
＝
選
挙
活

動
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
て
い
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
選
挙

が
あ
る
時
は
、
選
挙
活

動
も
行
い
ま
す
が
、
通

常
は
歯
科
界
の
未
来
を

考
え
て
、
そ
れ
を
具
体

的
な
政
策
と
し
て
組
み

立
て
、
行
政
に
要
望
や

提
言
を
す
る
、
と
い
っ

た
地
道
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。 

今
、
日
本
は
人
口
の

減
少
と
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
厚
生
労
働

省
に
よ
る
と
、
日
本
の

６
５
歳
以
上
の
高
齢
者

の
人
口
は
２
０
２
５
年

に
は
全
人
口
の
３
０
％

を
占
め
る
と
見
込
ま

れ
、
さ
ら
に
２
０
５
５

年
に
は
約
４
０
％
と
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
世
界
に
類
の

な
い
超
高
齢
社
会
に
な

る
こ
と
が
確
実
で
す
。

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ 

                        

て
要
介
護
高
齢
者
の

数
は
増
加
し
、
１
９
９

３
年
に
約
２
０
０
万

人
だ
っ
た
そ
の
数
は
、

２
０
２
５
年
に
は
約

５
３
０
万
人
に
増
加

す
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。 

歯
科
医
師
、
衛
生
士 

                        

に
よ
る
高
齢
者
に
対
す

る
口
腔
ケ
ア
は
、
感
染

症
に
対
す
る
予
防
効
果

だ
け
で
な
く
、
心
臓
病
、

や
糖
尿
病
、
認
知
症
の

予
防
に
も
効
果
的
で
す

し
、
病
院
に
よ
っ
て
は
、

歯
ブ
ラ
シ
等
の
販
売
、

歯
科
ユ
ニ
ッ
ト
と
衛
生 

     

士
を
常
駐
さ
せ
て
い
る

所
も
あ
る
時
代
で
す

が
、
我
々
歯
科
医
師
サ

イ
ド
に
口
腔
ケ
ア
は
お

任
せ
頂
き
た
い
で
す

ね
！ 歯

科
医
師
連
盟
は
、

我
が
国
の
歯
科
医
療
従

事
者
の
適
正
な
業
務
環

境
を
維
持
し
、
高
い
水

準
の
歯
科
医
療
を
国
民

の
皆
様
に
還
元
す
る
た

め
、
す
な
わ
ち
「
区
民

の
健
康
の
た
め
の
歯
科

医
療
」
の
実
現
の
た
め

に
、
更
に
は
、
国
民
に

対
す
る
歯
科
医
療
を
担

う
歯
科
界
が
も
っ
と
明

る
く
な
り
、
歯
科
医
師

を
守
る
施
策
を
政
治
に

反
映
さ
せ
て
い
く
た
め

に
、
努
力
を
続
け
て
い

き
、
国
民
の
歯
科
医
療

を
守
り
、
会
員
の
生
活

を
守
る
た
め
日
々
活
動

し
て
い
る
の
で
す
。 

 

歯
科
の
現
状 

 

歯
科
医
師
過
剰
問
題
が
話

題
に
な
り
早
３
０
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
る
。 

稚
拙
な
将
来
推
計
に
よ
り

始
ま
っ
た
構
造
的
問
題
は
解

決
の
出
口
さ
え
見
つ
か
ら

ず
、
現
在
現
役
の
我
々
開
業

医
は
常
に
逆
流
の
流
れ
の
中

を
必
死
に
上
を
向
い
て
泳
ぎ

続
け
る
日
々
を
過
ご
し
て
き

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
歯
科
医
師
過
剰
と
騒
が

れ
て
い
る
が
、
実
際
ど
の
く

ら
い
な
の
だ
ろ
う
か
？ 

現
在
歯
科
医
師
数
は
約
１

０
万
２
５
５
１
人
、
２
０
３

０
年
に
は
１
３
万
５
０
０
０

人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
歯
科

医
院
の
数
も
２
０
２
０
年
に

は
７
万
件
、
２
０
３
０
年
に

は
８
万
件
以
上
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
１
・

２
倍
近
く
に
な
り
ま
す
。 

都
内
の
歯
科
医
院
の
一
軒

あ
た
り
の
月
間
患
者
数
は
１

５
７
件
ま
で
減
少
し
、
高
得

点
レ
セ
プ
ト
を
許
さ
な
い
監

査
制
度
に
よ
り
、
統
制
経
済

下
で
国
策
的
に
所
得
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
２
０
１
０

年
を
ピ
ー
ク
に
日
本
の
人
口

減
少
は
さ
ら
に
我
々
歯
科
医

師
の
経
営
を
圧
迫
す
る
か
に

見
え
る
。 

 

歯
科
医
師
は
国
民
皆
保
険

制
度
の
中
で
、
日
本
の
総
医

療
費
４
０
兆
円
の
う
ち
の
わ 

ず
か
５
％
で
あ
る
２
兆
円

の
中
で
仕
事
を
行
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
１
０
万
人
の

歯
科
医
師
で
割
っ
た
場
合
、

一
人
あ
た
り
２
千
万
円
の

医
療
収
入
と
い
う
こ
と
に

な
る
。 

可
処
分
所
得
が
３
０
％

（
都
内
に
お
け
る
経
費
を

引
い
た
場
合
の
利
益
率
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

平
成
２
２
年
度
の
５
８
２

万
円
と
い
う
数
字
は
ほ
ぼ

妥
当
性
の
あ
る
も
の
で
あ

る
。
年
間
売
り
上
げ
１
億
円

以
上
が
４
％
、
７
０
０
０
～

８
０
０
０
万
が
１
０
％
、
５

０
０
０
万
が
５
８
％
で
す
。

２
０
１
７
年
に
米
国
の

U
.S

.N
e

w
s

か
ら
発
表
さ
れ

た
、T

h
e
 1

0
0
 B

e
s
t J

o
b
s
 

R
A

N
K

IN
G

（
い
い
仕
事
ラ

ン
キ
ン
グ
）
の
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
は
な
ん
と
２
年
連
続
歯

科
医
師
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
は
日
本
よ
り
さ
ら
に
歯

科
医
師
の
需
給
関
係
は
逼

迫
し
た
状
態
に
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
何
故
こ
の
よ
う

な
差
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ

う
。
虫
歯
治
療
１
本
２
５
万

円
だ
そ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ

の
医
療
費
や
歯
科
治
療
費

が
何
故
こ
ん
な
に
高
い
の

か
は
、
以
前
他
の
記
事
で
も

少
し
書
い
た
と
思
う
の
で

す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
医
療
保

険
は
民
間
の
企
業
が
運
営

し
て
い
て
、「
利
潤
」
を
求
め 
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る
為
に
運
営
さ
れ
て
い
る

か
ら
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

国
が
医
療
費
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
な
い
の
で
、
医
療
費

は
ど
ん
ど
ん
上
が
り
、
そ
の

医
療
保
険
を
カ
バ
ー
し
て

く
れ
る
ハ
ズ
の
保
険
会
社

も
、
民
間
の
企
業
で
あ
る
が

故
に
「
利
益
を
出
す
事
が
第

一
」
な
の
で
、「
国
民
の
医
療

を
助
け
る
事
は
そ
の
次
の

次
の
次
・
・
・
」
位
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

現
在
の
と
こ
ろ
、
歯
科
医

師
の
数
は
増
加
を
続
け
て

お
り
、
特
に
都
市
部
で
は
新

規
開
業
の
ハ
ー
ド
ル
が
上

が
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

矯
正
歯
科
や
小
児
歯
科
な 

 

ど
専
門
分
野
を
明
確
に
し

て
開
業
を
図
る
人
も
い
る

が
、
今
は
す
べ
て
の
分
野
を

こ
な
せ
な
い
と
い
け
な
い

み
た
い
で
あ
る
。 

益
々
休
み
が
減
っ
て
し

ま
う
が
、
ま
た
そ
れ
も
楽
し

い
歯
科
ラ
イ
フ
だ
。
た
だ
稼

ぎ
が
な
い
と
セ
ミ
ナ
ー
代

た
か
い
よ
ね
！ 

 
今
後
は
、
高
齢
化
社
会
の

到
来
に
伴
い
、
歯
（
口
腔
）

と
全
身
の
健
康
に
つ
い
て

の
関
係
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
る
な
ど
、
新
し
い

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け

た
質
の
高
い
歯
科
医
師
の

活
躍
が
求
め
ら
れ
て
い
く

だ
ろ
う
。 

         

      

平
成
三
十
年
七
月
二

十
三
日
セ
レ
モ
新
小
岩

で
執
り
行
わ
れ
た
通
夜

の
参
列
者
は
、
と
ぎ
れ

る
事
な
く
粛
々
と
続

き
、
現
役
葛
飾
区
議
会

議
員
の
急
逝
を
悼
み
ま

し
た
。 

倉
沢
よ
う
次
先
生

は
、
昭
和
二
十
二
年
一

月
六
日
葛
飾
区
新
小
岩

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
昭

和
五
十
五
年
葛
飾
区
議

会
議
員
に
初
当
選
さ

れ
、
以
後
、
連
続
当
選

を
続
け
、
第
５
５
代
区

議
会
議
長
、
自
民
党
東

京
都
連
２
３
区
区
議
連 

               

協
会
長
、
自
由
民
主
党

葛
飾
支
部
幹
事
長
…
等

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。 

強
い
意
志
を
持
ち
続

け
て
、
葛
飾
区
議
会
の

古
い
体
質
を
改
革
し
た

議
員
で
し
た
。 

 
葛
飾
区
歯
科
医
師
会

の
大
先
輩
の
先
生
方

が
、「
ひ
ま
わ
り
歯
科
診

療
所
」
を
全
国
に
先
駆

け
て
、
立
ち
上
げ
た
時

期
と
倉
沢
議
員
誕
生
が

非
常
に
近
い
事
も
あ

り
、
平
成
二
十
五
年
六

月
四
日
発
行
の
「
葛
歯

連
盟
広
報
」
に
寄
稿
さ

れ
た
「
歯
と
口
腔
の
健 

     

康
を
願
っ
て
」
の
文
章
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
葛
飾

区
歯
科
医
師
会
の
活
動

と
歯
科
医
師
会
会
員
の

先
生
方
の
活
躍
に
理
解

と
感
心
を
強
く
持
た
れ

た
議
員
で
し
た
。 

 

そ
の
文
章
の
中
に
「
私

た
ち
自
由
民
主
党
議
員

団
は
、
こ
の
よ
う
な
、
区

政
に
お
け
る
歯
と
口
腔

の
健
康
の
現
状
を
深
く

認
識
し
、
さ
ら
な
る
充
実

を
進
め
ま
す
と
と
も
に
、

そ
の
実
現
に
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
歯
科
医
の
経
営

基
盤
の
安
定
に
、
平
沢
代

議
士
や
都
議
と
も
連
携

し
て
強
力
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
真

摯
に
葛
飾
区
歯
科
医
師

会
の
歯
科
地
域
保
険
活

動
を
応
援
し
て
く
れ
た

議
員
で
し
た
。 

 
倉
沢
議
員
の
選
挙
応

援
に
つ
い
て
、
昨
日
の
事

の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ 

ま
す
。 

倉
沢
議
員
は
、
自
分

よ
り
仲
間
の
勝
利
を
第

一
に
考
え
、
演
説
会
場
、

街
頭
演
説
の
場
所
、
各

演
者
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
作
戦
計
画
を
立

て
、
当
日
に
葛
飾
区
歯

科
医
師
連
盟
に
応
援
演

者
の
依
頼
が
来
る
、
場

所
が
決
ま
る
、
な
ど
、
選

挙
妨
害
に
備
え
万
全
の

対
策
を
練
る
。
又
、
葛
飾

区
は
、
区
長
、
区
議
同
日

選
挙
の
た
め
、
区
長
候

補
の
応
援
も
加
わ
る
た

め
、
多
忙
だ
。
当
然
、
自

分
の
演
説
会
場
到
着
が

遅
延
す
る
。
応
援
演
者

の
持
ち
時
間
が
、
５
分
、

１
０
分
、
２
０
分
と
延

ば
さ
れ
る
。
葛
歯
連
盟

の
理
事
者
の
演
説
も
延

び
る
事
に
な
る
。
理
事

者
は
、
同
日
５
～
７
会

場
で
各
々
待
機
す
る
な

ど
で
、
午
後
八
時
終
了

予
定
が
、
大
幅
に
狂
う
。

そ
れ
が
連
日
続
く
。
投

票
日
の
夕
方
は
、
倉
沢

事
務
所
に
て
、
御
家
族
、

応
援
者
と
十
一
月
下
旬

の
寒
さ
の
中
、
ス
ト
ー

ブ
を
囲
み
結
果
待
ち
と 

 

な
る
。 

な
か
な
か
、
倉
沢
候

補
の
当
確
が
出
な
い
。

自
民
党
候
補
者
全
員
と

区
長
候
補
の
応
援
に
常

に
時
間
を
割
く
た
め
、

い
つ
も
ギ
リ
ギ
リ
。
当

選
が
、
翌
日
決
ま
る
事

も
。
葛
飾
区
歯
科
医
師

連
盟
の
理
事
者
は
、
ヘ

ト
ヘ
ト
。
し
か
し
、
公

益
社
団
法
人
葛
飾
区
歯

科
医
師
会
を
真
摯
に
見

詰
め
る
倉
沢
よ
う
次
議

員
の
応
援
で
あ
れ
ば
、

心
地
良
い
疲
労
感
が
、

残
る
だ
け
で
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
何
か

と
御
指
導
い
た
だ
こ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。 心

か
ら
、
倉
沢
よ
う

次
先
生
の
御
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

追 

悼 

文 

倉
沢
よ
う
次 

区
議
会
議
員
を
偲
ん
で 

葛
飾
区
歯
科
医
師
連
盟 

元
会
長 

加
藤 

静
悟 
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七
月
十
三
日
午
後
七

時
三
十
分
、
亀
有
の
須

田
に
て
連
盟
の
移
動
理

事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
移
動
理
事
会
は
、
連

盟
活
動
の
中
で
も
上
部

団
体
や
政
治
家
の
先
生

方
と
身
近
に
懇
談
が
で

き
る
場
と
し
て
重
要
な

集
ま
り
で
あ
る
。 

来
賓
と
し
て
、
国
政

か
ら
平
沢
勝
栄
衆
議
院

議
員
、
都
政
か
ら
舟
坂

ち
か
お
都
議
会
議
員
、

前
都
議
会
議
員
の
和
泉

武
彦
様
、
葛
飾
区
か
ら

青
木
克
徳
区
長
、
秋
本

と
よ
え
区
議
会
議
員
の

ご
出
席
と
、
そ
れ
ぞ
れ

ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。
引
き
続
き
、
東
京
都

歯
科
医
師
連
盟
の
大
越

壽
和
会
長
、
葛
飾
区
歯

科
医
師
会
（
公
益
社
団
）

の
勝
俣
文
良
会
長
、
古

宮
秀
記
専
務
、
葛
飾
区

学
校
歯
科
医
会
の
飯
塚

務
会
長
、
塚
本
裕
介
専 

  

      

務
か
ら
も
ご
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
後
に
、
懇
親

会
の
開
催
と
な
っ
た
。 

専
務
か
ら
役
員
の
紹
介

の
後
、
乾
杯
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
に
歓
談
の
時

を
楽
し
ん
だ
。 

 

     

出
席
者
は
ご
来
賓
の

他
、
次
の
通
り
で
あ
っ

た
。
髙
橋
文
夫
会
長
、

加
藤
秀
之
副
会
長
、
貝

塚
浩
二
副
会
長
、
長
谷

川
晶
秀
副
会
長
、
杉
山

征
三
専
務
、
小
泉
王
介 

     

常
務
、
中
島
章
雄
常
務
、 

藤
井
英
貴
常
務
、
星
谷

透
常
務
、
佐
藤
大
輔
常

務
、
山
崎
俊
恒
理
事
、

根
本
貴
司
理
事
、
井
上

達
也
理
事
、
青
島
裕
理

事
、
熊
倉
伸
一
理
事
、

奥
瀬
敏
之
理
事
、
田
中

麻
紀
子
理
事
、
深
瀬
道

法
監
事
、
細
谷
正
勝
監

事
、
佐
藤
昭
顧
問
、
事

務
局
か
ら
石
川
安
彦

様
、
千
葉
明
子
様
、
石

原
明
子
様
。 

多
数
の
方
々
の
出
席

の
お
蔭
を
も
ち
ま
し

て
、
盛
会
裏
の
う
ち
に

お
開
き
と
な
っ
た
。 

    

平
成
三
十
年
五
月
十

一
日
開
催
の
第
２
回
定

例
理
事
会
に
お
い
て
、
活

動
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
（
Ｋ
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）
の

メ
ン
バ
ー
と
活
動
案
に

つ
い
て
髙
橋
会
長
か
ら

提
案
と
総
論
的
事
項
の

説
明
が
な
さ
れ
、
議
案
承

認
さ
れ
て
活
動
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。 

活
動
の
主
た
る
目
標

は
、
議
員
た
ち
に
葛
飾
区

歯
科
医
師
会
の
活
動
を

如
何
に
し
て
理
解
い
た

だ
け
る
か
で
あ
り
、
そ
の

為
に
解
り
や
す
い
資
料

の
作
成
を
検
討
す
る
事

と
な
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ

ー
に
は
、
髙
橋
会
長
、
加

藤
副
会
長
、
古
宮
（
社
団
）

専
務
、
塚
本
（
学
歯
）
専

務
、
杉
山
専
務
と
支
部
選

出
理
事
の
４
名
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。 

 

実
働
の
支
部
選
出
理

事
に
よ
り
分
担
さ
れ
た

内
容
は
、 

一
、
葛
飾
区
歯
科
医
師
会
全
体
の

紹
介
や
行
政
に
関
わ
る
事

業
の
説
明
（
青
島
理
事
） 

ニ
、
全
身
疾
患
と
歯
科
医
療
（
医

科
歯
科
連
携
）
に
関
わ
る
内

容
（
井
上
理
事
） 

 

    

三
、
小
児
の
特
異
性
や
学
校
歯

科
保
険
へ
の
取
組
み
（
教

育
行
政
と
の
連
携
）
に
関

わ
る
内
容
（
根
本
理
事
） 

四
、
介
護
に
必
要
な
高
齢
者
の

口
腔
に
関
す
る
知
識
（
介

護
と
の
連
携
）
の
情
報
提

供
（
山
崎
理
事
） 

で
あ
り
ま
し
た
。 

 

各
担
当
に
つ
い
て
の

情
報
収
集
を
、
青
島
理

事
を
隊
長
と
し
て
、
す

ぐ
さ
ま
開
始
。
各
担
当

は
同
月
二
十
一
日
の
僅

か
十
日
間
で
資
料
を
作

成
し
メ
ー
ル
会
議
を
行

い
、
六
月
一
日
開
催
の

第
３
回
定
例
理
事
会
で

報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

七
月
十
三
日
開
催
の

第
４
回
定
例
理
事
会
に

お
い
て
、
行
動
チ
ー
ム

（
支
部
選
出
理
事
４

人
）
の
打
ち
合
わ
せ
に

よ
り
、
三
つ
折
り
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
形
式
の
採
用

を
決
め
、
早
速
原
案
作

成
に
入
り
ま
し
た
。
山

崎
は
七
月
十
九
日
か
ら

二
十
日
に
山
口
県
徳
山

ま
で
出
張
が
あ
っ
た
の

で
、
往
復
新
幹
線
で
の

移
動
中
に
各
理
事
か
ら

の
資
料
を
元
に
原
案
を 

作
成
し
、
青
島
理
事
に

メ
ー
ル
添
付
で
送
信
致

し
ま
し
た
。
メ
ー
ル
会

議
や
青
島
理
事
が
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
と
の
直
接

相
談
を
積
極
的
に
し
て

い
た
だ
い
た
お
陰
で
、

九
月
十
五
日
の
Ｋ
Ｓ
Ｐ

Ｔ
活
動
会
議
で
、
ほ
ぼ

原
稿
作
成
が
終
了
し
、

印
刷
の
発
注
を
す
る
事

と
な
り
ま
し
た
。 

出
来
上
が
っ
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
は
、
葛
飾
区

歯
科
医
師
会
の
活
動
を

簡
潔
に
お
知
ら
せ
す
る

に
は
非
常
に
便
利
で
有

用
な
も
の
と
自
負
す
る

出
来
映
え
と
成
り
ま
し

た
の
で
、
葛
飾
区
歯
科

医
師
連
盟
の
活
動
以
外

に
も
幅
広
く
葛
飾
区
歯

科
医
師
会
で
活
用
い
た

だ
く
こ
と
を
希
望
致
し

ま
す
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

作
成
に
ご
協
力
、
ご
助

言
い
た
だ
き
ま
し
た
各

位
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

葛
飾
区
歯
科
医
師
連
盟 

移
動
理
事
会 

平
成
三
十
年
七
月
十
三
日 

金
曜
日 

Ｋ
Ｓ
Ｐ
Ｔ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
報
告 

理
事 

山
崎 

俊
恒 
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い
つ
も
温
か
い
心
で

Ｋ
Ｄ
Ｆ
か
わ
ら
版
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
か
わ

ら
版
も
早
や
第
４
号
の

発
行
と
な
り
ま
し
た
。
版

を
重
ね
る
ご
と
に
、
少
し

ず
つ
内
容
の
充
実
が
見

え
て
き
た
感
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
前
号
で
取
り

上
げ
たKSP

T

（
活
動
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

に
よ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
発
刊
も
年
内
に
漕
ぎ

着
け
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
理
事
の
先
生
方
の
努

力
に
も
心
か
ら
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
私
は
残
さ
れ
た

任
期
の
中
で
、
さ
ら
な
る

会
務
と
資
料
の
充
実
を

図
ろ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
時
代
の
変
遷
に
合

わ
せ
て
、
現
在
、
規
約
の

一
部
改
定
、
運
営
規
定
の

一
部
改
定
、
個
人
情
報
保

護
規
定
の
新
設
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
過
去

の
様
々
な
事
件
も
、
僅
か

な
「
脇
の
甘
さ
」
か
ら
端

を
発
し
て
い
る
の
を
見

る
と
、
今
後
の
会
務
の
継

承
に
お
い
て
も
安
全
対

策
は
必
要
な
案
件
で
し

ょ
う
。 

十
月
ま
で
で
、
自
民
党

や
公
明
党
な
ど
政
権
与

党
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

済
ま
せ
、
公
益
社
団
法
人 

        
 

      葛
飾
区
歯
科
医
師
会
と

葛
飾
区
学
校
歯
科
医
会

の
要
望
を
お
伝
え
し
、三

会
の
連
携
も
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、心
か
ら

安
堵
を
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
は
、参
議
院
選
挙

も
あ
り
ま
す
。
推
薦
候
補

に
つ
い
て
は
、
上
部
団
体

の
意
向
に
沿
っ
て
活
動

を
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、

ど
う
か
ご
協
力
を
賜
り

た
く
存
じ
ま
す
。 

 

移
動
理
事
会
を
は
じ

め
と
す
る
議
員
と
の
折

衝
の
折
に
、歯
科
医
療
に

関
す
る
行
政
事
業
の
充

実
を
お
願
い
し
、区
民
の

た
め
歯
科
医
療
発
展
の

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
努

力
し
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、葛
飾
区

歯
科
医
師
連
盟
の
活
動

を
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。最

後
に
、倉
沢
よ
う
次
先
生

の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

街
の
姿
、 

風
景
は
変
わ
る 

常
務
理
事 

星
谷 

透 

新
小
岩
は
ド
ブ
の
街

で
し
た
。
僕
の
実
家
、

現
仕
事
場
の
あ
る
東
新

小
岩
は
特
に
。
中
で
も

一
番
幅
広
い
の
が
西
井

堀
。
葛
西
用
水
の
一
つ

で
、
元
々
は
農
業
用
水

路
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
幼
少
の
頃
は
既
に

汚
く
淀
ん
だ
水
、
ま
さ

に
ド
ブ
で
し
た
。
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
よ
う
な
柵

も
無
く
、
近
所
の
友
達

が
ひ
と
り
ふ
た
り
落
ち

て
、
真
っ
黒
な
泥
姿
で

す
く
い
上
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
僕
も
一
度
落

ち
た
か
も
。 
そ
の
西

井
堀
か
ら
細
い
水
路
が

枝
分
か
れ
し
て
い
て
、

子
供
心
に
、
街
は
水
路

で
区
切
ら
れ
て
い
る
ん

だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
水
路
の
水
を
抜
い

て
、
小
さ
な
電
車
を
走

ら
せ
ら
れ
な
い
か
、
と

考
え
た
事
も
あ
り
ま

す
。 中

学
以
後
勤
務
医
を

終
え
る
ま
で
は
地
元
と

疎
遠
の
時
代
で
す
。
実

家
診
療
所
に
戻
っ
て
か 

ら
改
め
て
地
元
を
知
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
東

西
の
新
小
岩
は
町
工
場

の
街
で
し
た
が
、
バ
ブ

ル
が
は
じ
け
た
頃
か
ら

町
工
場
は
マ
ン
シ
ョ
ン

や
木
造
の
建
売
り
住
宅

に
変
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
所
為
な
の
か
社
保

の
患
者
さ
ん
が
減
っ
て

国
保
の
患
者
さ
ん
が
増

え
て
い
き
ま
し
た
。 

町
工
場
か
ら
住
宅

へ
、
の
変
化
は
民
間
で

成
し
得
た
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
が
、
更
に
大
き

な
変
化
は
イ
ン
フ
ラ
、

行
政
が
か
か
わ
る
も
の

で
す
。
ド
ブ
は
埋
め
立

て
ら
れ
た
り
、
蓋
を
さ 

れ
暗
渠
に
な
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
西
井
堀
は

親
水
公
園
と
自
転
車
置

場
に
な
り
ま
し
た
。
枝

分
か
れ
し
た
水
路
跡

は
、
小
さ
な
電
車
は
走

り
ま
せ
ん
が
便
利
な
遊

歩
道
で
す
。
蔵
前
橋
通

り
の
新
小
岩
陸
橋
、
林

立
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
か

ら
更
に
空
を
狭
め
ら
れ

た
気
が
し
ま
す
。 

新
小
岩
東
北
広
場
は

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
北
口

駅
前
で
は
で
き
な
い
の 

で
、
手
狭
に
な
っ
た
南
口

の
補
完
に
タ
ク
シ
ー
プ

ー
ル
の
あ
る
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
と
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
と
い
う
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
今

年
、
南
北
自
由
通
路
が
開

通
し
ま
し
た
。
ま
だ
完
成

で
は
な
く
、
北
口
の
旧
駅

舎
を
撤
去
し
て
東
北
広

場
へ
の
流
れ
を
ス
ム
ー

ス
に
す
る
工
事
が
残
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
平
和

橋
通
り
の
ガ
ー
ド
の
人

通
り
は
減
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
正
直
な
と
こ

ろ
、
こ
の
自
由
通
路
、

少
々
使
い
勝
手
が
悪
い

と
感
じ
る
の
は
僕
だ
け

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
い

ず
れ
改
善
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

 

        

原
風
景
が
失
わ
れ
て

い
く
こ
と
に
寂
し
さ
は

あ
り
ま
す
し
、
必
ず
し

も
関
わ
る
人
全
て
に
良

い
結
果
に
な
る
と
は
限 

   

り
ま
せ
ん
。
で
も
区
民
の

便
宜
と
地
域
の
価
値
を

高
め
る
こ
と
の
為
に
は
、

何
か
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
亡

く
な
ら
れ
た
倉
沢
よ
う

次
先
生
も
こ
れ
ら
に
相

当
な
ご
尽
力
を
な
さ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
思

い
半
ば
で
あ
っ
た
か
と

お
察
い
た
し
ま
す
。
こ
こ

ろ
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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６
（
金
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Ｆ
か
わ
ら
版
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３
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第
３
回
三
役
会 

７
／
１
３
（
金
）
第
４
回
定
例
理
事
会
／
移
動 

８
／ 

２
（
木
）
城
東
地
区
連
合
会
総
会
懇
親
会 

９
／ 

７
（
金
）
公
明
党
意
見
交
換
会
出
席 

９
／
１
４
（
金
）
Ｋ
Ｓ
Ｐ
Ｔ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、 

第
４
回
広
報
部
会 

１
０
／ 

２
（
火
）
秋
本
と
よ
え
懇
談
会
出
席 

１
０
／ 

５
（
金
）
第
４
回
三
役
会 

１
０
／
１
２
（
金
）
第
５
回
広
報
部
会 

第
５
回
定
例
理
事
会 

１
０
／
１
６
（
火
）
筒
井
た
か
ひ
さ
懇
談
会
出
席 

１
０
／
１
７
（
水
）
自
民
党
意
見
交
換
会
出
席 

１
０
／
１
９
（
金
）
臨
時
三
役
会 

１
０
／
３
１
（
水
）
平
沢
勝
栄
政
経
文
化
セ
ミ
ナ
ー 

１
１
／ 

７
（
水
）
Ｋ
Ｄ
Ｆ
か
わ
ら
版
第
４
号
発
行 

会
務
と
資
料
の
充
実
を
目
指
し
て 

葛
飾
区
歯
科
医
師
連
盟 

会
長 

髙
橋 

文
夫 


